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曜⽇・時限

講義室

科目種別

ナンバリング

科目区分

単位区分

(前期)

⽊２

講義室未設定

通常講義(学類)

要卒外(ｼｽﾃﾑ⽤)





＊授業内容に変更が⽣じた場合は、随時説明します。

授業計画（週形式）

教材・教科書

オリジナルテキスト

ゼネラル・サイエンス―はじめての科学技術英語―（南雲堂）
eBook版TOEFL ITP® Practice Tests Level 1, Volume 3 (ETS)

参考図書

Guy Cook 著「Translation in Language Teaching」（Oxford University Press）
髙⼭芳樹著「Rhythm Pattern Listening」（⾦星堂）

⼩林正佳. (2023). 「⽇本の⼤学英語教育の現状について（上）（下）」『横浜経営研究』
He, M., & Fec, E., (2023). Syllable instruction: Recommendations for the teaching of speech and pronunciation in English education in Japan. TELES Journal, 43,
69–83.
Ramsden, T. (2018). Translation in language teaching (TILT): Implementing translation techniques as effective communicative tools in the language teaching
environment. The Language Learning Journal, 51, 249ー274.

参考URL

授業外の学修、及び必要な学修時間

・授業で配布された資料や授業中にとったメモを参考にして、授業内容の復習を⾏い、「パラパラめくる」単語帳を作成すること。

・単位制に基づき、少なくとも６０時間の授業外学修時間を必要とする。

成績評価の⽅法

出席・授業中の活動︓６０%
授業内課題・⼩テスト︓２０％

期末⾃⼰評価レポート︓２０％

成績評価の基準

S: 単位認定基準を満たし、かつすべての項目で優秀な学修成果を上げた（90〜100点)
A: 単位認定基準を満たし、かつ多くの項目で優秀な学修成果を上げた（80〜89点)
B: 単位認定基準を満たし、かついくつかの項目で優秀な学修成果を上げた（70〜79点)
C: 単位認定基準を満たす最低限の学修成果を上げた（60〜69点)
F: 単位認定基準の学修成果をあげられなかった（〜59点)

オフィスアワー

申し出に応じて対応します。事前にアポイントメントを取って下さい。




